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  令和７年度医療相談事例                                

 
相談・質問 ／ 医療上若しくは医療内容のトラブル ／ 処置・手術 
 

【事例１】インプラントの手術の続きをしたいが、どうしたらいいか 

【相談内容】 
 

女性・歯科・電話（１５分） 
 
8 年ほど前、３本分のインプラントの土台の手術をＡ病院で行った。術後の痛みがず

っと残り、訴えたが、問題ないと言われた。その後、痛みが続くため、大阪の歯科で２
本分の除去手術を行った。 

今回、高松で残っている１本のインプラントの手術を考えており、複数の歯科診療所
に問い合わせをしたが、対応できないと言われた。どうしたらいいか。 

 
【対応】 
 

手術の途中であることやインプラントの土台の取扱いの関係上、他院での対応は困難
である可能性を説明した。 

医療機関への不信感に配慮しつつも、A 病院への相談を提案。あわせて、可能であれ
ば従前の大阪の歯科診療所から紹介状を取得するよう勧めた。 
 
→ アドバイスのみで相談を終了した。 
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相談・質問 ／医療費・レセプト・診療報酬に関すること ／ その他 
 

【事例２】病院が薬を返してくれない 

【相談内容】 
 

男性・診療科不明・電話（２０分） 
 
Ａ病院入院中に、看護師から「薬を返品したら、返金がある」と教えてもらって、返

品したが、返金がなかった。 
Ａ病院医事課に問い合わせをし、3 時間待たされ、「看護師の認識が間違っていた。返

金はありません。これからは管理を徹底させていただく。」と言われた。お金はいいか
ら、返品した薬だけでも返してほしいと伝えたのに、できないと言われ困っている。看
護師に言われたから返品しただけで、退院後も使えるため、分かっていれば返品してい
なかった。また、処方することはできるが、支払が必要になると言われたのも、おかし
いと思う。 

「納得いきませんか?」と言われたが納得するはずがない。一度突き返した状態だ。 
 

【対応】 
 

相談者は「ただ薬を返却してほしいだけ」と要望。センターからは、病院側へ相談が
あった事実を伝えることは可能である旨を説明した。 

しかし、現在はまだ病院からの返答を待っている状態であるため、「必要があればま
た連絡する」とのことで、相談者は納得され終話となった。 
 
→ アドバイスのみで相談を終了した。（その後の再相談無し） 
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相談・質問 ／ 医療法・医師法等に関すること ／ 退院強要 
 

【事例３】退院するまでの期間についての根拠を知りたい 

【相談内容】 
 

男性・内科・電話（１０分） 
 

父ががんにかかってＡ病院からＢ病院に転院し、現在入院中である。Ｂ病院に入院
して３週間ほどたったが、あと１週間ほどで退院するよう言われている。 

医師に聞いたところ、「国が決めているから」と言われたため、根拠となるものを探
している。 
 
【対応】 
 

医療法、医師法に退院までの期間を定めたものはないことを伝えた。診療報酬関係
での入院期間等の基準については、四国厚生支局に問い合わせていただくよう伝えた。 

 
→四国厚生支局の連絡先を伝え、相談を終了した。 
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不信・苦情 ／ 医療機関の職員の対応・接遇に関すること ／ 医師 
 

【事例４】患者の親であるにも関わらず、情報を教えてもらえない 

【相談内容】 
 

男性・精神科・電話（２０分） 
 
娘についての相談。娘が精神科に通院しているが、診療所から親である自分になにも

説明をしてもらえない。 
病名までは知る必要はないが、家族としてどう接していいか等のアドバイスが欲しい

がどうすればよいか。医療機関に伝えてほしい。 
 

【対応】 
 

個人情報保護の観点から、親族であっても患者本人の同意がなければ医療情報の開示
は原則不可である旨を説明した。 

しかし、相談者は「でも家族なんだからそういうわけにもいかんでしょ」と主張され、
当方の説明に対する理解は得られなかった。 
 
→医療機関へ情報の共有を行った。医療機関からは、方針として、成人に達している患
者については、親族に診断内容等基本的には開示しておらず、患者の同意が得られれば
説明することもあるとのことだった。 
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要望・提言 ／ 医療法・医師法等に関すること ／ その他 
 

【事例５】現在の医療体制に不満がある 

【相談内容】 
 

女性・内科・メール及び電話 
 
【メール】 
 

相談したいことがあります。 母が、腎盂腎炎から意識障害になり、急性期の病院に入
院しています。今後、療養型病院に転院すると言われています。  

母は、糖尿病があり、現在インスリン注射をしています。血糖値は、安定していて １
３５―２３０くらいですが、時々５８―６５くらいに下がります。今は１日２回くらい
血糖値測定をしていますが、転院すると血糖値測定は、週 2 回になると聞きました。 週
に 2 回の血糖値測定では、低血糖に気づかずに、死亡する可能性があります。 

聞くところによると糖尿病の人も、糖尿病じゃない人も、ルールは、同じで血糖値測
定は、週２回らしいですね。ルール自体が、とてもずさんだと思います。どうすればい
いですか? 国の窓口が、おわかりでしたら教えていただけますか? 

  
【電話にて内容の確認】 
 

現在Ａ病院に入院して３か月近くになる。療養型病院に転院するにあたり、血糖測定
の頻度が激減することや、現在行っている２時間おきの喀痰吸引がなくなること、看護
師の人員体制も激減することから、療養型病院の体制がずさんだと思うので、この医療
体制について意見できるところを知りたい。 

 
【対応】 
 
 転院先の苦情ではなく、現在の医療体制に対する意見がしたいとの意向だった。 
 
→厚生労働省の「国民の皆様の声」の送信フォーム、電話での連絡方法について助言し
た。 

 


